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八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

（中）

林

栄

良区

五

現
在
、
東
ド
イ
ツ
で
企
画
さ
れ
、
続
々
と
刊
行
8
れ

τい
る
「
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
の
た
め
の
文
書
的
研
究
」
の
第
一
巻
（
一
九
五
四
年
刊
）

に
見
ゆ
る
ク
ル
ト
・
ヴ
ィ
ル
デ
ン
ハ
イ
ン
の
報
告
「
エ
ル
フ
ル
ト
に
お
け
る
労
働
運
動
史
の
史
料
」
は
、

一
八
五

0
年
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
当

局
の
取
締
り
の
徹
底
ぷ
り
に
つ
い

τ、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

τい
4
9
0
1
1
一
八
四
八
年
の
諸
事
件
の
あ
と
に
は
、

エ
ル
フ
ル
ト
で
も
十
年
以

上
の
反
動
が
つ
づ
い

τ、
一
切
の
反
対
派
的
運
動
は
抑
圧

g
れ
た
。
政
府
は
、
労
働
者
階
綾
に
属
す
る
す
べ

τの
者
を
政
治
的
革
命
家
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
の
で
、

エ
ル
フ
ル
ト
で
一
八
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
「
労
働
者
体
操
協

こ
う
し
た
び
と
び
と
に
は
鋭
い
態
度
で
臨
ん
だ
。

会
」
（
K
F
『
σ
a
g円l
吋
ロ
吋
国
司
O
吋包
HH）
は
、

一
八
五
二
年
に
解
散
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
労
働
者
団
体
の
う
ち
で
存
続
を
許
き
れ
た
の

は
、
た
だ
、
十
八
世
紀
か
ら
つ
づ
い

τい
る
も
の
も
あ
る
手
工
業
職
人
疾
病
金
庫
（
出
回
忌
仏
当
常
－

aー
の
g
o－－
OHM－
烈

BHHWOHHW凶
器
。
）
だ
け

で
あ
っ
た
。
特
に
遍
歴
す
る
手
工
業
職
人
（
か
れ
ら
は
ハ
ン
ト
ヴ
ェ
ル
ク
ス
ブ
ル
シ
ェ

出回国門同調
OH1M円印
σロ一『加の
F
O

と
呼
ば
れ

τい
た
）
、
と

り
わ
け
、
草
命
的
中
心
地
と
し

τ知
ら
れ

τい
た
ブ
レ

l
メ
ン
市
か
ら
来
た
連
中

（

ω。】
nF0・
門出
O

M

C
白
色
。
吋
”
－
師
同
104。】口同日。居間円。

N
O
H
H
H
E
Z
σ
o
w
H
E
H
H
Z白

ω
g仏
仲
切
H・0
5
0
n
w
n
g
oロ
）
が
、
鋭
く
監
視
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
国
道
や
鉄
道
駅
で
、
革
命
的
文
書
を
も
っ

τ

は
い
な
い
か
と
検
査
さ
れ
た
。
ま
た
か
れ
ら
に
は
、
何
か
と
口
実
S
え
つ
け
ば
、
遍
歴
継
続
の
た
め
の
警
察
査
証
が
拒
否
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

F 

雰2号~とー？



一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

事
情
を
か
え
り
み
れ
ば
、

エ
ル
フ
ル
ト
で
一
八
六
五
年
二
月
に
よ
う
や
く
ラ
ッ
サ
l
ル
派
の
全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
の
支
部
が
設
立
さ
れ
た
こ

と
も
理
解
で
き
る

l
！
と
官
ぴ
れ
に
よ
っ

τ、
当
局
の
警
戒
が
主
と
し

τ手
工
業
職
人
に
向
け
ら
れ

τい
た
乙
と
、

「
労
働
者
体
操
協
会
」
さ
・

え
解
散
さ
せ
ら
れ

τ、
わ
ず
か
に
職
人
疾
病
金
庫
だ
け
が
脊
続
レ
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

乙
の
ヴ
ィ
ル
デ
ン
ハ
イ
ン
の
報
告
に
も
言
及
さ
れ

τい
る
よ
う
に
、
自
由
ハ
ン
ザ
都
市
プ
レ

l
メ
ン
は
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
革
命
的
中

心
地
と
し

τ知
ら
れ

τい
た
が
、
最
近
こ
の
市
の
国
立
文
書
館
の
史
料
を
利
用
し
た
研
究
叢
警
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
一
つ
と
し

τ一
八
四
八
年

の
革
命
か
ら
一
八
九

O
年
の
社
会
主
義
者
法
廃
止
ま
で
の
岡
市
に
お
け
る
労
働
運
動
の
詳
細
な
研
究
書
が
出
版
さ
れ
た
。
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ

ト
ヒ
ャ

l
の
「
ブ
レ

l
メ
ン
に
お
け
る
労
働
運
動
の
端
緒
と
発
展
」

（
一
九
五
三
年
刊
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
の
市
が
革
命
的
中
心
地
と
な
っ

た
の
は
、
当
時
の
新
興
産
業
の
一
っ
と
レ
℃
多
く
の
労
働
者
を
吸
収
し
た
葉
巻
製
造
の
隆
盛
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
ベ
ッ
ト
ヒ

ャ
ー
は
、

「
革
命
の
諸
年
の
労
働
運
動
は
、
ブ
レ

l
メ
ン
で
は
ド
イ
ツ
の
他
地
方
に
お
け
る
と
全
く
同
様
に
、

い
か
な
る
作
用
を
も
後
に
お
よ

ぼ
さ
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
一
八
五
二
年
い
ら
い
、
も
は
や
い
か
な
る
労
働
運
動
も
存
在
し
な
か
っ
た
。

（

U

問。
〉吋
σ＠山件。吋同
M04『
omg国側

ao『
河

040Z巴
s
a
p
v
g
E
H
H
O
E
W円。自
8
・
吸
器
p
z
g
d
E
o
E
E
H色。吋
O回
寸
O日
目
。
ロ
ロ
o
E田
nFHP国内同
p
w
o
z
oユ
azpnHH1

4『町田円ロロ
moammNO同
盟
・
同
M
B
W巴
宮
町
何
回
σ
g
白色仲

HguwwozohF『
σ
a
g号
04『
o
m
M
B
m
g
o
v
n
こ
八
五
六
年
か
ら
翌
年
に
わ
た
る

経
済
恐
慌
が
一
八
六

0
年
代
の
は
じ
め
に
克
服
さ
れ
た
の
ち
始
ま
っ
た
産
業
的
高
揚
の
結
果
と
し

τ、
ま
た
、
そ
れ
と
と
も
に
ま
す
ま
す
前
景

に
あ
ら
わ
れ

τく
る
社
会
問
題
の
結
果
と
し

τ、
は
じ
め

τ労
働
運
動
は
ド
イ
ツ
に
新
た
に
発
生
し

τき
た
。
（
図
司
白
骨
吉
岡
の
色
。
Hmmwao一『

宮
含
胡
E
o
－－g
h
F
E閣
の
何
回
調
信
回
附
師
、
門
官
円

g
n
v
a
o円
CVO『項目
Z
g
m
宏
司

4
2『
宮
岳
民
g
wユ
曲
。
仏
2
V
V
B
扇町

o
b
g
F
回
目
円
四

品。『

E
s
－25
5
2
a
r
w
o
Z同
島
内
出
〈
青
島

O吋
m
E
Z
可
o
g
a
g
帥

ONE
－g
同J
p
m
O
O
Z
E
H
H
a
E
O
K
F号
a
g号
04『
o
m
g
m

内
笹
山
U
M

g
u
o
z
g
n
E
E
E
4
0国
民
ocog・
）
」
と
書
い

τい
る
。
総
じ

τこ
の
書
は
、
お
そ
ら
く
岡
市
が
西
ド
イ
ツ
に
属
し

τい
る
事
情
に
由
来
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
東
ド
イ
ツ
側
の
研
究
を
全
く
利
用
し

τい
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

τそ
の
視
角
も
制
約
さ
れ

τい
る
よ
う
で



あ
る
が
、
原
史
料
に
直
接
あ
た
る
こ
と
の
で
き
な
い
わ
れ
わ
れ
と
レ

τは
、
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ
l
の
記
述
に
よ
っ

τ見
τゆ
く
ほ
か
は
な
い
。

ペ
ッ
ト
ヒ
ャ
ー
に
よ
る
と
、
ブ
レ

l
メ
ン
の
葉
巻
工
業
は
一
八
四

0
年
代
に
め
ぎ
ま
し
い
発
展
を
と
げ

τ、
こ
れ
に
従
事
す
る
労
働
者
数
も

一
八
五

O
年
に
は
六
、
三
四
八
人
（
婦
人
お
よ
び
少
年
工
を
含
む
）
に
増
加
し
た
屯
寸
八
五

0
年
代
初
め
の

一
八
四
二
年
の
一
一
、
八
三
六
人
か
ら
、

ブ
レ

l
メ
ン
に
は
、
多
く
の
労
働
者
団
体
が
存
在
し
た
が
、

一
八
五
二
年
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
解
散
さ
せ
ら
れ
、
労
働
者
教
養
協
会
「
フ
ォ

l
ア

だ

け

が

残

っ

た

。

「

死

者

同

盟

」

づ
凶
円
。
邑
】
ロ
H
E）
、
「
指
物
職
人
の
夜
の
集
会
」

2
2
n
y
g
a
o白色
glkrZEZ回
円
。
吾
己
宮
沼
町
）
、
「
新
友
好
会
」
（
Z
2
0円
同
円
。
口
出
合
岳
民
門

l

ヴ
ェ
ル
ツ
」

（
〈
。
円
建
陣
門
官
）

解
散
に
応
じ
な
か
っ
た
三
つ
の
秘
密
結
社
す
な
わ
ち

（ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト

日目。
F
O
吋
〈

σ
B
Z）
も
一
八
五
三
年
ま
で
に
は
消
滅
し
た
。

ま
ず
労
働
者
教
養
協
会
「
フ
ォ

l
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
」
に
つ
い

τ、
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ
！
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
見
ょ
う
。

一
八
四
六
年
に
、
商
人

1
・

D
・コ

l
プ
（
開
。
。
℃
）
お
よ
び
新
聞
編
集
者
カ
ー
ル
・
ア
ン
ド
レ

l

（
同
ロ
ユ
〉
国
仏

5
0）
の
提
唱
に
も
と
づ
い

τ、
十
二
人
の
葉
巻
労
働
者

が
労
働
者
教
養
協
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
ち
、
十
二
月
二
十
日
に
第
一
回
集
会
を
開
催
し

τ
一
四
四
名
が
あ
つ
ま
り
、
会
の
名
称
を
「
フ
ォ

ー
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
」
（
前
進
）
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
会
の
目
的
は
、
「
会
員
の
道
義
的
な
ら
び
に
精
神
的
教
養
e

そ
高
め
、
友
好
的
交
際
の
う
ち

と
に
あ
っ
た
。
翌
一
八
四
七
年
に
、

に
美
し
い
も
の
と
高
貴
な
も
の
へ
の
感
覚
を
よ
び
さ
ま
し
、
各
人
に
そ
の
属
す
る
身
分
（

ω
E
E）
の
名
誉
を
高
め
る
義
務
を
お
わ
せ
る
」
こ

「
こ
の
会
の
善
良
な
る
目
的
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
者
」
は
労
働
者
で
な
く

τも
会
員
と
し

τ入
会
さ
せ

る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、

や
が

τ多
く
の
小
工
業
経
営
者
（

E
o
z
o
の
O
若
男
σ
2
5
5
0ロ色。）、

と
り
わ
け
手
工
業
者
（
ハ
ン
ト
ヴ
ェ
ル
カ
l

出
回
口
弘
司
O
円W
O
円）

が
入
会
し
た
の
で
、
会
員
は
同
年
末
に
は
七

O
O人
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
純
然
た
る
労
働
者
の
教
養
協
会
で
は
な
く
な

っ
た
。
会
員
は
算
数
・
作
文
・
図
面
・
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
唱
歌
・
体
操
の
授
業
に
参
加
し
、
さ
ら
に
毎
週
一
回
、
歴
史
・
自
然
科
学
そ
の
他

の
一
般
的
テ
l
マ
に
つ
い

τ講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
講
演
で
も
討
論
で
も
、
政
治
と
宗
教
と
に
関
す
る
も
の
は
避
け
ら
れ
た
。
こ

の
教
養
協
会
は
、
市
評
議
会
そ
の
ほ
か
一
般
市
民
の
あ
い
だ
に
好
意
を
も
っ
て
認
め
ら
れ
、
援
助
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
会
は
一
八
四
八
年
の

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題
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一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

四

年
ま
で
そ
の
活
動
を
監
視
レ

τい
た
。

革
命
に
も
ほ
と
ん
ど
関
係
せ
ず
、
な
ん
ら
特
別
の
影
響
を
革
命
か
ら
受
け
江
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
警
察
当
局
は
一
八
五

O
年
か
ら
五
四

革
命
時
代
の
指
導
的
人
物
た
る
コ
ル
ト
・

け
だ
し
、

当
時
の
会
長

w
・
フ
リ
ッ
ケ
（
m，
HMnwo）
は
、

ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ン
（
の
o
E
当日曲
nzgω
回
目
）
や
パ
ス
ト
ル
・
ド
ュ

l
ロ
ン
（
司
m
a
R
U
g
－oロ
）
と
交
際
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

ド
ュ

l
ロ
ン
は
一
時
「
フ
オ
l
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
」
の
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
会
に
た
い
し

τは
な
ん
ら
の
影
響
力
も
も
ち
え
な

か
っ
た
。
会
は
、
当
局
に
た
い
し

τ常
に
最
大
の
忠
誠
を
持
し
、
と
り
わ
け
一
八
五
一
年
に
は
教
師

w
・フ
l
フ
ェ
ラ
ン
ト
（
国
民
O
富
国
号
）

が
会
長
に
な
っ
た
の
で
、

一
層
そ
う
で
あ
っ
た
。

一
八
五
四
年
に
、
他
地
域
か
ら
来
た
も
の
を
す
べ

τ幹
部
か
ら
除
く
よ
う
に
と
警
察
か
ら
要

求
さ
れ
た
と
き
に
も
直
ち
に
応
じ

τ、
十
二
人
の
幹
部
の
う
ち
六
人
を
や
め
さ
せ

τい
る
。
乙
れ
は
、
他
地
域
か
ら
来
た
も
の
が
不
穏
分
子
で

あ
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
他
の
政
治
的
グ
ル
ー
プ
と
つ
な
が
っ

τい
る
と
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
幹
部
に
は
一
人
も
労
働
者
が

い
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
幹
部
は
、
三
人
の
教
師
、

一
人
の
書
記
（

ω
n
F
5
5
0号、

一
人
の
商
店
員

2
0
8
8目白）、

一
人
の

石
切
工
親
方
（

ω
Z
E
V
E
H
O円
g
o
z
g『〉、

一
人
の
弁
護
士
、
ニ
人
の
葉
巻
工
場
主
（
N
百
号
店
民
与
ユ
旧
日
目
同
）
、

一
人
の
漂
白
職
親
方

一
人
の
小
売
商
人
（
U
2巴
毘
白
骨
）
か
ら
成
つ

τい
る
。

二
年
七
月
に
は
会
員
一
、
五

O
O人
を
か
ぞ
え
、
プ
レ
l
メ
ン
に
お
け
る
一
切
の
政
治
団
体
が
解
散
さ
せ
ら
れ
、
他
の
諸
邦
で
は
労
働
者
教
養
協

（盟
oaogo町
宮
『
）
、

一
人
の
靴
職
親
方
（

ω島
5

8凶
nvo『
目
。
官
官
品
、

一
八
五

会
も
解
散
し
た
の
に
、

乙
の
会
だ
け
は
寄
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ

τブ
レ
l
メ
ン
の
警
察
当
局
は
た
び
た
び
、
市
内
の
諸
方
面
お

よ
ぴ
外
部
か
ら
、

乙
の
教
養
協
会
の
目
的
や
傾
向
に
つ
い

τ照
会
を
受
け

τい
る
。
た
と
え
ば
一
八
五
二
年
に
ハ
ノ

1
ヴ
ァ

l
王
国
警
察
本
部

は
、
指
物
職
人
ハ
ル
デ
イ
ン
グ
（
国
”
邑

g
m）
が
ハ

λ
l
ヴ
ァ

1
の
代
議
員
と
し

τ周
年
の
創
立
記
念
祭
（

ω民
民
口
同
宮
崎

o
a）
に
参
加
し
、

「
フ
ォ

1
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
」
が
「
北
西
ド
イ
ツ
労
働
者
連
盟
」
（
Z
o
E
d『
g
E
2
z
n
y
o
k
p号
a
Z
3
R
a旦
mロロ閃）

に
加
盟
す
る
こ
と
を
要

請
し
た
と
・
い
う
報
告
に
接
し
た
。
そ
乙
で
岡
本
部
は
ブ
レ

l
メ
ン
警
察
に
、
乙
の
教
養
協
会
が
な
ん
ら
か
の
民
主
主
義
的
傾
向
を
も
っ

τは
い

な
い
か
と
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
「
フ
ォ

l
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
」
は
決
し

τ
「
革
命
の
子
」

（
間
宮
内
同
会
w
司
問
。
〈
o
－Z2
0
ロ）

で
は
な
く
、
政
治
的
意
図



も
宗
教
的
意
図
も
も
っ

τは
い
な
い
、
と
い
う
回
答
を
受
け

τい
る
。
そ
の
の
ち
ラ
ッ
サ
l
ル
派
が
登
場
す
る
一
八
六

0
年
代
の
中
と
ろ
ま

で、

「
フ
ォ

l
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
」
は
特
に
高
揚
を
示
す
こ
と
も
な
く
、
平
穏
無
事
の
軌
道
を
通
つ

τい
っ
た
。
ペ
ッ
ト
ヒ
ャ
ー
は
「
フ
オ
l
ア
ヴ

エ
ル
ツ
」
の
歴
史
を
通
観
し

τ、
こ
の
協
会
は
一
八
六
四
年
に
い
た
る
ま
で
、
他
の
ド
イ
ツ
の
労
働
者
教
養
協
会
と
な
ん
ら
の
つ
な
が
り
も
も

た
な
か
っ
た
と
結
論
し

τい
る
。
賃
金
労
働
者
は
こ
の
協
会
内
で
一
度
も
決
定
的
影
響
力
を
も
っ
た
こ
と
は
な
く
、
か
れ
ら
は
つ
ね
に
受
け
る

側
で
あ
り
、
教
養
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
い
つ
も
与
え
る
側
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
い

τ賃
金
労
働
者
の
あ
い
だ
に
は
、
劣
等
感
は
生
れ
な
か

っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
と
政
治
的
宗
教
的
中
立
の
厳
守
と
が
、
解
散
の
運
命
を
ま
ぬ
か
れ
し
め
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
ー
ー
と
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ
ー
は
い

円
位
M
V

う
の
で
あ
る
。

「
フ
ォ

l
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
」
に
か
ん
す
る
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
の
記
載
の
事
実
は
、
主
と
し

τブ
レ

l
メ
ン
警
察
文
書
に
よ
っ

τい
る
の
で
、

ほ
lま

真
相
に
近
い
も
の
と
見

τよ
か
ろ
う
。
こ
こ
で
ま
ず
注
意
を
ひ
く
の
は
、
会
長
フ
リ
ッ
ケ
が
革
命
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
と
交
渉
を
も
っ

τい

た
こ
と
で
あ
る
。
ま
に
、
そ
う
し
た
人
物
が
一
時
的
な
が
ら
会
員
と
し

τ入
り
こ
ん
で
い
た
事
実
で
あ
る
。
レ
か
し
、
け
っ
き
よ
く
当
局
の
き

び
し
い
取
締
り
と
会
員
大
衆
の
一
般
的
傾
向
と
は
、
こ
の
よ
う
な
人
物
に
活
動
の
余
地
を
与
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
点
は
、
労
働

者
以
外
の
も
の
、
す
な
わ
ち
小
工
業
経
営
者
、
と
り
わ
け
手
工
業
親
方
が
入
会
を
許
さ
れ

τい
る
こ
と
で
あ
ろ
う
o

ハ
ン
ト
ヴ
ェ
ル
カ
！
と
い

う
語
の
意
味
に
つ
い

τは
、
あ
と
で
も
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
は
手
工
業
職
人
で
な
く
、
親
方
層
を
指
レ

τい
る
こ
と
は
明
瞭
で
ゐ
ろ
う
。
こ
れ

は
、
ひ
と
り
ブ
レ

l
メ
ン
だ
け
の
現
象
で
な
く
、

一
八
四

0
年
代
の
末
か
ら
五

0
年
代
に
わ
た
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
者
教
養
協
会
の
大
部

分
に
共
通
の
傾
向
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
教
養
協
会
の
運
動
を
「
労
働
組
合
活
動
」
の
一
種
と
見
な
す
ワ
ル
ン
ケ
の
見
解
が
支

持
さ
れ
え
な
い
こ
と
は
、

こ
こ
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
い
さ
に
秘
密
結
社
「
卜
l
テ
ン
ブ
ン
ト
」

（
死
者
同
盟
）
に
つ
い

τ、
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

i
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
よ

1
i
一
八
四
八
年
の
革
命

の
結
果
と
し

τ労
働
者
の
諸
組
織
が
結
成
さ
れ
、
普
通
選
挙
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
家
生
活
に
た
い
す
る
労
働
者
の
活
発
な
政
治
的
関
心

一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

五



一
人
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

中

ノ、

へ
と
み
ち
び
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
全
く
健
全
な
発
展
は
、

一
八
五
一
年
の
結
社
・
集
会
禁
止
に
よ
っ

τ、
に
わ
か
に
中
絶
さ
れ
た
の
で
、
そ

の
発
展
は
秘
密
結
社
の
結
成
に
転
移
す
る
こ
と
と
な
り
、
理
性
的
な
政
治
的
見
解
の
形
成
で
は
な
く
し

τ、
政
治
的
現
実
と
は
か
か
わ
り
の
な

い
革
命
的
希
望
の
夢
が
追
求
会
れ
る
。
こ
う
し
た
秘
密
結
社
の
一
つ
が
「
ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト
」
で
あ
る
。
そ
の
設
立
者
で
あ
り
指
導
者
で
も
あ

っ
た
の
は
、
葉
巻
労
働
者
N
・
H
・
コ
ル
ビ

l

（問。－
σ三
で
あ
る
。

一
八
二
八
年
に
生
れ
、
貧
し
い
境
遇
に
そ
だ
っ
た
か
れ
は
、
自
分
の
好

学
心
を
手
あ
た
り
し
だ
い
の
無
計
画
な
読
書
で
み
た
そ
う
と
し
た
。
革
命
の
の
ち
、
し
ば
ら
く
労
働
者
教
養
協
会
「
フ
ォ

l
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
」
に

入
つ

τい
た
が
、
そ
の
と
き
或
る
鞍
工
（
ω
P
R
Zご
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
「
ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト
」
の
規
約
を
教
え
ら
れ
た
。
一
八
四
九
年
、
「
ブ
レ

ー
メ
ン
葉
巻
工
組
合
」
（
切
耳
目

2
N問
問
凶
『
円

g
g
p
n
F
0
3
0『
O
山
口
）
の
新
市
街
地
区
委
員
長

（〈
O
門
的
伊
丹

N
O国
内
同

O
『

色

。

回

国

O
Z師
同
邸
内
同
件
目
的
。
何
回
。
国

2
5－u
官
。
）
と
不
和
に
な
っ

τ脱
会
し
た
。
同
じ
く
非
政
治

的
団
体
で
あ
る
「
フ
ォ
ル
ト
シ
ュ
リ
ッ
ト
」

q
R
z
n
Fユ
同
ご
に
し
ば
ら
く
入
会
レ

τい
た
の
ち
、
一
八
五

O
年
に
射
撃
協
会
（
丘
σω
岳
民
l

N
O
ロE
E

O
）
に
入
り
、
ま
も
な
く
そ
の
幹
部
に
選
任
さ
れ
た
。

一
八
五
一
年
の
結
社
法
に
よ
っ

τ政
治
的
団
体
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
、
急
進
的

な
諸
グ
ル
ー
プ
は
し
ば
し
ば
小
き
な
秘
密
集
会
と
し

τ政
治
的
運
動
を
継
続
し
た
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
上
記
フ
ロ
ベ

l
ゼ
の
本
部
で
会
合

し
政
論
を
た
た
か
わ
し
た
の
で
、

コ
ル
ビ
ー
も
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
一
っ
と
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
乙
の
サ
ー
ク
ル
の
な
か
で
は
、

ホ

ー
ベ
ル
マ
ン

（図。ぴ
O
】S
E
E）
の
「
フ
リ
ュ

l
リ
ン
グ
ス
ボ
l
テ
ン
」
（
同
3
・P
E四
国
側
曲

σ。
宮
口
）
に
掲
載
さ
れ
た
革
命
的
な
諸
論
説
に
も
と
づ

い

τ、
「
つ
ぎ
の
幾
月
か
の
う
ち
に
或
る
変
革
が
起
る
こ
と
、

し
た
が
っ

τ各
人
を
そ
の
部
署
に
つ
け
、
来
た
る
べ
き
事
態
に
そ
な
え
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
だ
」
と
い
う
確
信
が
、
し
だ
い
に
強
く
形
成
さ
れ

τき
τい
た
。
か
れ
ら
は
、

一
八
四
八
年
・
四
九
年
に
活
躍
し

τ圏
外
に
亡
命

し
た
ル
l
ゲ
（
河
口
m
O一
）
や
キ
ン
ケ
ル
（
関
Z
W
O】
）
が
ド
イ
ツ
に
帰
つ

τく
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
、
近
迫
せ
る
革
命
へ
の
キ
ッ
カ
ケ
が
フ

ラ
ン
ス
か
ら
起
る
こ
と
を
期
待
レ

τ、
フ
ラ
ン
ス
の
動
き
を
見
守
つ

τい
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
か
れ
ら
は
全
く
政
治
的
情
勢
判
断
を
誤
り
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
ホ
l
ベ
ル
マ
ン
の
「
夢
」
の
実
現
開
始
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
政
治
を
論
ず
る
葉
巻
工
た
ち
の
こ
う
し
た
会



談
が
、

コ
ル
ピ
ー
に
よ
る
「
ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト
」
結
成
の
誘
因
と
な
っ
た
。
乙
の
秘
密
結
社
は
「
ト
ロ
イ
エ
・
ブ
リ
ュ

1
ダ

l
シ
ャ
フ
ト
」

（、『司
OZO
切
E
w－品。吋
ωnFM岡
崎
円
）
と
い
う
名
称
を
も
っ
疾
病
金
庫
（
閃

E
口
封
。
口
付
図
的
由
。
）
を
表
看
板
に
レ

τい
た
が
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
、
「
革

命
勃
発
の
さ
い
に
予
期
さ
れ
る
怖
る
べ
き
事
態
を
予
防
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

一
八
五
二
年
の
は
じ
め
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
こ
る
と
予
想
さ
れ

る
「
赤
色
派
反
乱
」
（

ωnEE050σ
ロロ
m
宏
司
同

o
gと
に
そ
な
え

τ、
こ
の
秘
密
結
社
の
メ
ン
バ
ー
は
、
鉄
の
胸
当
と
短
剣
と
を
用
意
し

τい
た
。

一
八
五
一
年
十
二
月
の
は
じ
め
、

こ
の
結
社
は
す
で
に
「
ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト
｝
と
い
う
名
称
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ

τい
た
が
、

メ

ン
パ

l
は
三
一
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ニ
九
名
の
葉
巻
労
働
者
（
N
f
M
耳

gp吋
vaz品、
一
名
の
錠
前
工

3
n
E
2
8吋）、

一
名
の
石
切

工
（

ω
g
z
y凶
g一
司
）
か
ら
成
つ

τい
た
。

そ
の
う
ち
－
二
名
は
三

O
才
以
下
で
あ
り
、
最
年
長
者
が
＝
二
才
で
あ
っ
た
。

一
八
五
二
年
の
は

じ
め
以
来
も
は
や
「
ト
l
テ
ン
プ
ン
ト
」
の
総
会
は
開
催
さ
れ
ず
、
新
入
会
者
は
す
べ

τ、
一
人
づ
っ
コ
ル
ビ
ー
に
よ
っ

τ規
約
に
し
た
が
っ

τ受
入
れ
ら
れ
た
。
し
だ
い
に
結
社
員
は
そ
の
数
を
増
し

τ七
O
名
と
な
り
、

メ
ン
バ
ー
は
い
く
つ
も
の
分
会
に
編
成
さ
れ

τい
た
。

（
分
会

名
は
「
フ
ェ
ラ
イ
ン
・
ア
ム
・
ブ
ン
テ
ン
ト
l
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
ヴ
ェ

l
ク
」
〈
O『
O
E
Eロ
切
口
同
宮
口

H
o
g
g
－β4
0
ぬ
と
か
、
「
ヴ
ィ

1
ク
マ

イ
ヤ
l
シ
ェ
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
．
宅
問
。
m
g
o
w
o
g
n
F
O
の
g
o
－－凹n
y
p
p
と
い
う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
）
こ
れ
ら
の
分
会
は
一
入

五
二
年
四
月
の
は
じ
め
に
設
立
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
「
フ
ォ

l
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
」
を
模
範
と
レ

τ結
成
さ
れ
た
と
い
う
。
た
だ
、
精
神
的
陶
治

と
道
徳
的
に
完
壁
の
行
状
の
ほ
か
に
、
演
説
と
討
論
と
に
よ
る
政
治
的
陶
治
と
い
う
こ
と
が
付
け
く
わ
わ
っ

τい
た
。
し
か
し
遺
憾
な
が
ら
実

践
に
お
い

τは、
こ
う
し
た
全
く
立
派
な
目
的
も
神
秘
的
儀
式
の
雑
物
の
も
と
に
消
え
う
せ

τい
た
。

（
こ
の
儀
式
で
は
、
短
剣
や
頭
蓋
骨
や

ロ
l
ソ
ク
の
光
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
大
き
な
役
割
を
演
じ

τい
る
。
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
は、

こ
れ
ら
の
儀
式
が
フ
り

1
メ
イ
ソ
ン
（
司
H
－

a

B
P
C
M
1
m
w一『
O日
）

か
ら
示
唆
を
得

τい
る
か
否
か
は
断
定
レ
が
た
い
が
、
お
そ
ら
く
盗
賊
小
説
や
恐
怖
小
説
か
ら
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

推
定
レ

τい
る
。
）

一
八
五
二
年
三
月
二
十
九
日
に
こ
の
結
社
が
解
散
さ
せ
ら
れ
た
と
き
、

メ
ン
バ
ー
の
一
部
は
戦
闘
を
開
始
し
よ
う
と
レ
た

カま

コ
ル
ピ
ー
は
そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

乙
の
結
社
の
文
書
掛
で
あ
っ
た
エ
ミ
l
ル
・
マ
イ
ヤ
l

（開

g
ロ
冨
3
0
5
の
計
両

一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
一
鎮
静
期
」
の
問
題

七



一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

l¥ 

も
、
こ
の
解
散
と
連
関
レ

τい
た
。
そ
の
計
画
は
、
反
動
の
主
脳
部
を
地
上
か
ら
抹
殺
す
る
た
め
に
、

市
評
議
会

3
0ロ
凶
円
）
を
株
式
取
引
所

で
の
夜
間
会
議
の
席
で
襲
撃
レ
、
か
れ
ら
を
除
去
し

τし
ま
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

コ
ル
ビ
ー
は
こ
の
計
画
の
内
情
に
通
じ

τぃ
τ、
そ
の

実
行
の
た
め
に
適
当
な
人
物
を
結
社
員
の
な
か
か
ら
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ

τい
た
。
し
か
し
一
八
五
二
年
五
月
二
十
三
日
「
ト
l
テ
ン
ブ
ン

ト
」
の
存
在
に
つ
い

τ警
察
に
密
告
す
る
も
の
が
あ
り
、
指
揮
者
た
ち
と
大
部
分
の
メ
ン
バ
ー
が
逮
捕
注
れ
た
。
陪
審
裁
判
は
同
年
三
月
二
十

九
日
の
法
令
で
廃
止
3
れ

τい
た
の
で
、
陪
審
で
な
い
刑
事
裁
判
で
、
主
な
被
告
は
、
違
法
の
陰
謀
に
参
加
し
た
こ
と
と
市
評
議
員
殺
害
計
画

と
い
う
犯
罪
を
準
備
し
た
こ
と
と
の
ゆ
え
に
、
刑
罰
を
宣
告
さ
れ
た
。
そ
の
量
刑
は
、

ペ
ッ
ト
ヒ
ャ
ー
に
よ
る
と
、
プ
レ

l
メ
ン
市
に
お
け
る

働
者
（
N
百

R
Bロ
ロ
吾
作
目
宮
円
）

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
現
実
的
重
要
性
に
比
例
せ
ず
、
む
し
ろ
一
般
的
政
治
情
勢
か
ら
の
み
説
明
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
葉
巻
労

金
労
働
者
（
（
の
。
E
何
回
忌
巴
宮
門
）

F
・
R
・シ

コ
ル
ビ
ー
は
懲
役
七
年
、

エ
ミ
l
ル
・
マ
イ
ヤ
l
は
六
年
、

ユ
ツ
ツ
（
ω島
民
N
）
は
三
年
半
、
葉
巻
匠
（
N日
mm
口
8
5
2
y
q）
J
・
D
－
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（
〉
F
B
n伊
丹
）
は
一
年
半
。
そ
の
他
の
被
告

は
一
段
と
軽
い
刑
で
済
ん
だ
。

こ
の
裁
判
記
録
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
「
ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト
」
が
純
然
た
る
ブ
レ

l
メ
ン
の
出
来
事
だ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
秘
密
結
社
と
い
う
思
想
は
元
来
な
ん
ら
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
よ
う
な
結
社
は
当
時
い
く
つ
も
存
在
し

τい
た
。
し

か
し
、
ブ
レ
l
メ
ン
の
「
ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト
一
で
新
し
い
点
は
、
疾
病
金
庫
を
表
看
板
に
選
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
規
約
は
主
と
し

τベ
ル
リ
ン

の
「
ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト
」
に
学
ん
で
い
る
。
？
の
ら
ゆ
る
屈
辱
を
耐
え
忍
べ
、
死
さ
え
耐
え
忍
べ
、
し
か
し
断
じ

τ裏
切
者
と
な
る
な
」
「
り
巳
己
O

い

a
o
ω
の

F
5
2
F

内
田
戸
旧
日
仏

O

師
。
】
ぴ
白
押

門目。ロ吋
C
門

r
t『
O
E
O
M
Hぴ
O
吋
ロ
目
。
〈
O
吋
円
似
件
。
円
・
）
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
は
、
「
ク
l
リ
エ
」
（
。
。
ロ
ユ
O
円）

に
掲
載
さ
れ

τい
る
或
る
物
語
の
な
か
の
騎
士
の
武
器
に
し
る
さ
れ
た
金
言
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ

l
ア
ム

l
ト
お
よ
び
シ
ュ
テ
ィ

l
パ
l
は、

そ
の
共
著
「
十
九
世
紀
の
共
産
主
義
者
の
陰
謀
」

（
一
八
五
三
年
刊
）
の
な
か
で
、

こ
の
ブ
レ

l
メ
ン
の
「
ト
l
テ
ン
ブ
ン
ド
」
が
共
産
主
義

的
諸
グ
ル
ー
プ
と
関
係
を
も
っ

τい
た
と
し

τい
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
関
係
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、

こ
の
結
社
の
副
委
員
長

を
し
た
こ
と
の
あ
る
ヴ
ア
イ
ン
。
フ
ロ
ッ
ク
（
巧
包
ロ

Z
R
W）
は
、
私
有
財
産
の
分
配
を
要
求
し

τい
た
。

し
か
し
、
か
れ
は
自
分
の
意
見
を



こ
の
結
社
の
な
か
で
貫
徹
す
る
こ
と
は
一
度
も
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

メ
ン
バ
ー
の
大
多
数
は
そ
の
政
治
的
意
見
か
ら
い
え
ば
急
進
民
主
主

ブ
レ

l
メ
ン
に
お
け
る
他
の
民
主
的
諸
国
体
の
指
導
的
な
諸
グ
ル
ー
プ
と
の
あ
い
だ
に
も
、

内
位
叩
｝

1
1と
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ
ー
は
い
う
。

義
的
で
あ
っ
た
が
、

つ
な
が
り
は
は
か
っ
た
。

「ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト
」
に
つ
い

τの
上
記
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
の
記
述
は
、
裁
判
記
録
そ
の
他
の
史
料
に
も
と
づ
い

τい
る
が
、
諸
所
に
見
ら
れ

る
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
自
身
の
判
断
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
ゐ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

τ重
要
な
点
は
「
ト
l
テ
ン
ブ

ン
ト
」
が
疾
病
金
庫
を
表
看
板
に
し

τい
た
こ
と
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
の
記
述
か
ら
う
か
が
い
う
る
か
ぎ
り
で
は
、

「ト
l

テ
ン
ブ
ン
ト
」
は
ワ
ル
ン
ケ
の
い
わ
ゆ
る
労
働
組
合
組
織
と
し

τ労
働
組
合
活
動
を
お
こ
な
っ
た
と
は
い
え
ま
い
。
そ
の
主
た
る
目
的
は
「
革

命
勃
発
の
さ
い
に
予
期
さ
れ
る
恐
る
べ
き
事
態
を
予
防
す
る
こ
と
」
で
あ
っ

τ、
疾
病
金
庫
は
全
く
の
表
看
板
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は

労
働
条
件
の
向
上
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
彊
わ
れ

τも
い
な
い
し
、
実
際
の
活
動
目
標
と
も
な
っ

τい
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
治

団
体
で
あ
っ

τ、
労
働
組
合
組
織
で
は
な
か
っ
た
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「ト
l
テ
ン
ブ
ン
ト
」
の
ほ
か
に
、
ブ
レ

l
メ
ン
に
は
当
時
な
お
二
つ
の
政
治
的
な
労
働
者
秘
密
結
社
が
ゐ
っ
た
。
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ
ー
に
よ
る

と
l
l
一
八
五
二
年
の
は
じ
め
、

「
指
物
職
人
の
夜
の
集
会
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、

一
つ
の
秘
密
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
革
命
諸

年
の
急
進
民
主
主
義
の
伝
統
を
つ
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や
が

τそ
の
集
会
は
警
察
に
知
ら
れ
、

一
八
五
三
年
三
月
二
十
六
日
に
幹
部
が
逮
捕

さ
れ
た
。

し
か
し
、

こ
の
団
体
に
は
ほ
と
ん
ど
ブ
レ

l
メ
ン
以
外
か
ら
来
た
手
工
業
者

（
ハ
ン
ト
ヴ
ェ
ル
カ
l
出
凶
ロ
弘
司
O
己円。吋）

J
U
み
J
ξ
J
E
H川

T
L
，E
W
 

属
し

τい
た
の
で
、
当
局
は
該
当
者
を
ブ
レ
！
メ
ン
か
ら
追
放
す
る
に
と
ど
め
た
。
い
ま
一
つ
の
政
治
的
な
秘
密
組
織
は
、

「
新
友
好
会
」
と

い
う
名
称
の
も
と
に
集
ま
っ
た
菓
子
工
（

N
R
W
O円
g
n
W
2）
や
葉
巻
労
働
者
や
手
工
業
者
た
ち
の
民
主
主
義
団
体
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
討

論
で
は
革
命
時
代
の
民
主
主
義
的
見
解
が
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
結
社
は
、

一
八
五
ニ
年
十
二
月
六
日
に
設
立
さ
れ

τ翌
五
三
年
三
月
十
八
日
ま

で
、
三
カ
月
あ
ま
り
存
続
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
告
発
に
よ
っ

τ発
見
さ
れ
、
関
係
者
は
逮
捕
会
れ
た
。
こ
こ
で
も
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

プL



一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

。

ど
ブ
レ

l
メ
ン
以
外
か
ら
来
た
労
働
者
か
ら
成
つ

τい
た
の
で
、
該
当
者
は
ブ
レ

l
メ
ン
か
ら
追
放
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
！
！
と
ベ
ッ
ト
ヒ

｛

γ
註
盟
M

ャ
l
は
述
べ

τい
る
。

こ
の
言
葉
は
、
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ

ッ
ト
の
「
営
業
自
由
の
勝
利
に
い
た
る
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ト
ヴ
ェ
ル
カ
l
運
動
」
（
一
九
二
ハ
年
刊
）
に
お
い

τも
、
手
工
業
に
従
事
す
る
職
人
・

「
手
工
業
者
」

（
ハ
ン
ト
ヴ
ェ
ル
カ
l
）
と
い
う
言
葉
が
上
記
の
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
の
報
告
に
出

τい
る
が
、

徒
弟
の
み
な
ら
ず
親
方
を
も
含
め
た
総
称
と
し

τ用
い
ら
れ

τい
る
。
こ
れ
は
、
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
用
語
法
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
か
れ
が
引
用
レ

τい
る
一
八
五
五
年
の
文
書
に
も
、

「
親
方
（
マ
イ
ス
タ
l
）
と
い
う
名
を
も
っ
無
数
の
ハ
ン
ト
ヴ
ェ
ル
カ
ー
が
、
現
在

す
で
に
実
際
に
は
職
人
（
ゲ
ゼ
レ
）
と
レ

τ、
も
っ
と
大
き
な
親
方
ゐ
る
い
は
商
店
の
た
め
に
働
い

τい
る
」

（：：：一口一回色。吋ゆ円問。同伴曲曲目
HH門凶

ωの
F
Oロ
〕
忠
弘

B
E
E
S
国
間
口
仏
当
。
円
W
O
F
仏
庄
内
凶
ゆ
凶
冨
命
日
白
け
O
E
m
s
oロ
E
v
g
p
z
d
q
p
y『
r
o
u
p－
聞
の
omo－－
2
2円
閃
吋
α臼印。円。

ハ
能
回
V

冨
0
目的円。吋

O色
。
門
店
吋
冨
担
問
”
N
E
O
B昨
日
ぬ
・
）
と
見
え

τ
ぃ
τ、
当
時
の
通
念
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

τ、
こ
こ
で
「
手
工
業
職
人
」
（
ハ

ン
ト
ヴ
ェ
ル
ク
ス
ゲ
ゼ
レ
）
と
い
わ
な
い
で
「
ハ
ン
ト
ヴ
ェ
ル
カ
l
」
と
書
い

τい
る
の
は
、
そ
の
う
ち
に
親
方
層
を
含
む
可
能
性
も
あ
る
。

レ
か
し
、
か
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
皆
ブ
レ

l
メ
ン
以
外
か
ら
来
た
と
あ
る
か
ら
、

こ
の
ば
あ
い
は
お
そ
ら
く
遍
歴
職
人
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し

τ

ベ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
の
い
う
よ
う
に
、
た
し
か
に
「
政
治
的
な
労
働

も
、
最
後
に
述
べ
ら
れ
た
こ
つ
の
秘
密
結
社
も
ま
た
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、

者
結
社
」
で
あ
っ

τ、
労
働
組
合
組
織
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ペ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
は
一
八
四
八
年
の
革
命
か
ら
一
八
五

0
年
代
に
わ
た
る
労
働
運
動
を
概
観
し

τ、
ζ

の
運
動
の
担
い
手
が
工
場
労
働
者
と
い

う
第
四
階
級
で
は
な
く
、
労
働
者
層
（
〉
号

azan町
民
同
）
の
核
心
は
手
工
業
者
層

（
国
間
凶
仏
当
。
吋
W
O
E
E
H
H
a）
で
あ
っ
た
、
と
強
調
し

τ

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
革
命
的
思
組
は
わ
ず
か
の
帰
依
者
し
か
も
た
ず
、
大
衆
は
自
分
た
ち
が
一
つ
の
強
い
統
一

【
能
回
》

的
な
勢
力
を
構
成
し

τい
る
と
い
う
自
覚
を
完
全
に
欠
い
で
い
た
、
と
い
う
。
こ
の
解
釈
は
ゆ
き
す
ぎ
の
き
ら
い
も
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け

い
る
。
ま
た
ペ
ッ
ト
ヒ
ャ

l
は、

る
最
も
尖
鋭
な
革
命
運
動
の
中
心
地
の
一
つ
と
さ
れ
る
ブ
レ

l
メ
ン
に
お
い

τ、
ワ
ル
ン
ケ
の
い
う
よ
う
な
「
労
働
組
合
組
識
」
の
「
拡
大
」



現
象
が
見
ら
れ
な
い
乙
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

．』－J、

一
八
六

0
年
代
応
入
つ

τベ
ル
リ
ン
乙
と
も
に
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
中
心
地
と
な
っ
た
の
は
ザ
ク
セ
ン
の
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
あ
り
、
そ
の
ザ

ク
セ
ジ
で
特
に
指
導
的
役
割
を
演
じ
た
の
は
、
周
知
の
ご
と
く
ロ
ク
ロ
工
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ぺ

l
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
か
れ
の
自
叙
伝
「
わ
た
レ
の

生
涯
か
ら
」
（
一
九
一

O
年
初
版
）
は
、
一
八
五

0
年
代
の
末
か
ら
一
八
六

0
年
代
の
は
じ
め
に
い
た
る
状
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

｜
l
プ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
の
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
が
摂
政
と
な
っ
た
乙
と
と
イ
タ
リ
ア
戦
争
が
、
す
で
に
民

衆
を
強
く
揺
り
起
し

τい
た
。
一
八
四
九
年
こ
の
か
た
民
衆
に
の
し
か
か
っ

τい
た
反
動
の
諸
年
の
圧
力
は
や
わ
ら
い
で
い
た
。
ド
イ
ツ
の
経

済
的
発
展
は
、
な
る
ほ
ど
当
時
い
ち
じ
る
レ
い
進
歩
を
と
げ

τい
た
が
、
し
か
し
依
然
と
レ

τド
イ
ツ
は
、
ま
だ
そ
の
こ
ろ
は
主
と
し

τ小
市

民
的
、
小
農
民
的
な
国
で
ゐ
っ
た
。

工
業
労
働
者
（
丘
O
閃
0
4
『耳
E
W
E日
〉
号

a
g吋
）
の
四
分
の
三
以
上
は
、
手
工
業
広
属
レ

τい
た
。

本
来
の
重
工
業
、
す
な
わ
ち
鉱
山
業
・
鉄
工
業
お
よ
び
機
械
製
造
工
業
に
お
け
る
労
働
を
除
く
と
、
工
場
労
働
は
、
手
工
業
的
に
働
い

τい
る

職
人
た
ち
か
ら
軽
侮
の
念
を
も
っ

τ見
ら
れ

τい
た
。
工
場
製
品
は
安
価
だ
が
悪
い
も
の
と
思
わ
れ

τい
た
。
手
工
業
職
人
た
ち
に
は
、
工
場

労
割
者
は
値
う
ち
の
低
い
も
の
と
見
な
さ
れ

τい
た
の
で
、
ゲ
ゼ
レ
（
職
人
の
g
a
w）
と
か
ゲ
ヒ
ル
フ
ェ

（
職
人
・
徒
弟
の
各
日
。
）
と
か

で
な
く
ア
ル
パ
イ
タ
l

（
労
働
者
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
一
種
の
人
格
的
軽
視
す
宮
oumgα
邑
w
v
o
問。
s
v
g
H
N
E
M
m）
と
感
ず
る
も
の

が
多
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、

こ
れ
ら
の
職
人
や
徒
菊
の
大
多
数
は
ま
だ
、

い
つ
か
は
自
分
た
ち
も
親
方
に
な
れ
る
と
い
う
確
信
を
い
だ
い

τい

た
。
と
り
わ
け
一
入
六

0
年
代
の
は
じ
め
に
は
、
ザ
ク
セ
ン
そ
の
他
の
諸
邦
に
も
営
業
自
由
の
原
則
が
導
入
さ
れ
た
の
で
、

い
っ
そ
う
こ
の
信

念
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
の
政
治
的
教
養
は
非
常
に
乏
し
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
一
八
五

0
年
代
す
な
わ
ち
最
も
暗
い
反
動
の
諸
年
に

生
長
し
、

乙
の
諸
年
に
は
一
切
の
政
治
的
な
生
活
が
生
気
を
失
な
っ

τい
た
の
で
、
か
れ
ら
は
政
治
的
に
活
動
す
る
い
か
な
る
機
会
も
も
っ

τ

－
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題



一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
一
鎮
静
期
」
の
問
題

、
よ
B

つ’』
O

’切手’’
A
H
N
d
v
，
み
』

（
阿
国
品
。
両
岡
崎
SHM片岡山問。『し『
MHMM『OHr
内
吉
田
町
色
白
白
骨
宮
内
同
拘
留
守
宮
司
O回
全
w
司闘の
F
d『町田円
N
g
g
H
H
m
o
m
w巴
O同
問

『

O白
血

向
。

d『
O
E
o
p

同国内同
O居
。
ロ
巴
－
o由
旬

O
E巴
mnHMOHtoσo凶
O吋
師
団

UO円－
vOHHd『m
F
r
m一門官民

m
w
w
a凶
作
の
a
o
M刷。回目
M旦仲moHMMWσPω
問。
F

MMOロ
巴
m
n
F
N
Z
Z
B件前向

g・
）
労
働
者
団
体

（k
p
号
包
件
。
『
4
0
『O
Z
）
あ
る
い
は
手
工
業
者
協
会
（
出
回
国
鳥
羽
O
司W
0
3
0
円。宮）

l
l後
者
の

呼
び
方
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
1
1
1
は
例
外
的
に
し
か
存
在
せ
ず
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
は
役
立
つ

τも
、
政
治
的
啓
蒙
に

だ
け
は
絶
対
に
役
立
た
な
か
っ
た
。
政
治
的
性
質
の
労
働
者
団
体
は
、
大
部
分
の
ド
イ
ツ
語
邦
で
は
決
レ

τ許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
そ
う
し
た
団
体
は
一
八
五
六
年
の
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
決
議
に
も
と
づ
い

τ禁
止
さ
れ

τい
た
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア

ム
・
マ
イ
ン
の
連
邦
議
会
の
見
解
に
よ
る
と
、
労
働
者
団
体
は
社
会
主
義
と
共
産
主
義
と
の
拡
大
と
同
義
的
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
社
会
主
義
と
共
産
主
義
は
、
当
時
の
わ
れ
わ
れ
若
者
に
は
、
全
く
未
知
の
概
念
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ヘ
ミ
ア
の
村
々
だ
っ
た
。
な
る

ほ
ど
、

こ
こ
か
し
こ
に
、

た
と
え
ば
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
は
、

フ
リ
ッ
チ
エ
（
匂
ユ
官
印
nvo）、

フ
ァ
ー
ル
タ
イ
ヒ
（
〈
悶
E
Z
W
V）、

シ
ュ
ナ
イ

ダ

l
（

ω
n
E
H
a
a
o吋）、

シ
リ
ン
グ
（
ω
n
E－－
E
Mむ
と
い
う
よ
う
な
、
ヴ
ア
イ
ト
リ
ン
グ
的
共
産
主
義
に
属
し

τヴ
ア
イ
ト
リ
ン
グ
（
当
。
邑
宮
阿
）

の
著
書
を
読
ん
で
い
た
孤
立
的
人
物
も
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
例
外
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
共
産
党
宣
言
を
知
つ

τぃ
τ、
革
命
時
代
の
ラ
イ

ン
州
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
活
動
に
つ
い

τ何
か
知
つ

τい
る
労
働
者
が
あ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、
わ
た
し
は
当
時
ラ

イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
全
く
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
以
上
の
す
べ

τか
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
ろ
労
働
者
層
は
、
階
級
的
関
心
を
も
た
ぬ
よ

う
な
、
ま
た
社
会
問
題
の
存
在
を
知
り
も
せ
ぬ
よ
う
な
立
場
に
立
つ

τい
た
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
由
主
義
的
な
代
弁
者
た
ち
が

設
立
を
援
助
し
た
諸
協
会
、
そ
し

τ労
働
者
た
ち
に
は
民
衆
の
味
方
と
い
う
立
場
の
典
型
と
も
思
わ
れ
た
諸
協
会
に
、
か
れ
ら
労
働
者
は
群
を

な
し

τ参
加
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

τ
一
八
六

0
年
代
の
は
じ
め
に
こ
れ
ら
の
労
働
者
協
会
は
、
夏
の
暖
い
雨
の
あ
と
の
キ
J

コ
の
よ
う
に

発
生
し
た
。
と
り
わ
け
ザ
ク
セ
ン
で
は
そ
う
だ
つ
た
が
、

ほ
か
の
ド
イ
ツ
で
色
同
じ
よ
う
な
有
様
で
ゐ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
に
こ
う
し
た
協
会
が

生
ま
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
協
会
で
社
会
主
義
運
動
が
い
く
ら
か
の
地
盤
を
見
い
だ
す
ま
で
に
は
、
な
お
こ
れ
か
ら
の
ち
多
く
の
年
月
が
経
過
し
、



そ
の
あ
い
だ
に
以
前
の
労
働
者
協
会
は
消
滅
す
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
は
政
治
的
生
活
が
非
常
に
活
発

だ
っ
た
。
岡
市
は
自
由
主
義
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
主
要
地
点
の
一
っ
と
レ

τ通
つ

τい
た
。
或
る
臼
わ
た
レ
（
ベ

l
ベ
ル
）
は
、
か
ね

τ予
約

購
読
し

τい
た
民
主
主
義
的
新
聞
「
ミ
ッ
テ
ル
ド
イ
ツ
チ
ェ
・
フ
ォ
ル
ク
ス
ツ
ア
イ
ト
ゥ
ン
グ
」
（
冨

5
0
5
2
z
n
F
o
言。－
w
R包
宮
国
側
）

で
、
教
養
協
会
（
恩
E
E困問
2
2
0日
目
）
設
立
の
た
め
の
民
衆
集
会
へ
の
案
内
を
読
ん
だ
。

こ
の
新
聞
は
婦
人
の
権
利
の
主
張
者
と
し

τ有
名

な
故
ル
イ
l
ゼ
・
オ
ッ
ト
l
ぺ
1
タ
l

（
F
E
m
o

。HHolpw片
品
川
円
）
の
夫
君
で
あ
る
ぺ

l
タ
1
ス
（
司
2
2由）

博
士
の
編
集
す
る
も
の
で
ゐ
つ

た
。
こ
の
集
会
は
一
八
六
一
年
二
月
十
九
日
に
聞
か
れ
、
わ
た
し
が
行
っ
た
と
き
に
は
、
も
う
会
場
は
満
員
だ
っ
た
。
や
っ
と
の
こ
と
で
、
ゎ

た
レ
は
廊
下
に
入
り
こ
ん
だ
。

報
告
の
任
を
引
受
け
た

「
ポ
リ
ュ
テ
ヒ
ニ
ッ
シ
ェ
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」

（
工
芸
会

HMo－－
onげ
邑
田

nyo

。omoロ
聞
の
げ
凶
片
品
い
）

の
会
長
ヒ
ル
ツ
ェ
ル
（
田
町
N
O
H
）
教
授
は
、

労
働
者
団
体
が
一
八
五
六
年
の
連
邦
議
会
決
議
に
も
と
づ
い

τザ
ク
セ
ン
で

は
許
さ
れ
ま
い
か
ら
、
「
ポ
リ
ュ
テ
ヒ
ニ
ッ
シ
ェ
・
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
の
第
二
部
と
し

τ、
「
工
業
教
養
協
会
」

と
い
う
も
の

（

O
山口

の
04『
2
E
W
F
R
E
E
Z回目刷阻〈一

B
E）
を
設
立
し
た
い
旨
を
述
べ
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
ド
イ
ツ
議
会
の
議
員
を
レ
た

こ
と
も
あ
り
、

首
相
フ
ォ
ン
・
ボ
イ
ス
ト
か
ら
詰
責
さ
れ

τ教
授
の
地
位
を
逐
わ
れ
た
乙
と
も
あ
る
ロ
ス
メ
ス
ラ
l

（問。凹印

gmm由
回
目
。
吋
）
の

ま
K
Y

乙、

l
i
t
 
フ
ァ
ー
ル
タ
イ
ヒ
や
フ
リ
ッ
チ
ェ
そ
の
他
の
ひ
と
び
と
も
発
言
し
、
か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

乙
の
協
会
が
政
治
的
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
し

τ、
そ
の
完
全
な
る
独
立
性
を
要
求
し
た
。
授
業
の
目
的
を
追
求
す
る
こ
と
は
学
校
が
す
れ
ば
よ
い
仕
事
で
、
成
人
の
た
め
の

協
会
の
な
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
の
だ
っ
た
。
わ
た
し
は
こ
れ
ら
の
弁
士
の
主
張
に
賛
成
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
労
働
者
と
い

う
も
の
が
学
聞
の
あ
る
ひ
と
た
ち
に
こ
れ
ほ
ど
力
づ
よ
く
迫
る
も
の
を
も
っ
と
い
う
こ
と
に
感
銘
レ
、
ま
に
ひ
そ
か
に
、
自
分
も
あ
の
よ
う
に

演
説
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
。
こ
の
協
会
は
設
立
さ
れ
、
反
対
派
の
ひ
と
た
ち
も
目
的
は
達
し
な
か
っ
た
が
入
会
レ
た
。
わ
に
し
も
そ
の
晩

に
会
員
と
な
っ
た
o
l－
－
と
べ

l
ベ
ル
は
書
い
て
い
る
山
富
｝

こ
の
べ

l
ベ
ル
の
回
想
を
読
ん
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、

一
八
五

0
年
代
の
反
動
期
が
ド
イ
ツ
労
働
運
動
の
発
展
に
与
え
た
傷
の
深
さ
で
あ

一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題



一
八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
。
一
の
問
題

1m 

る
。
「
一
八
四
九
年
こ
の
か
た
民
衆
に
の
し
か
か
っ

τい
た
反
動
の
諸
年
の
圧
力
」
は
、

異
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
五

0
年
代
は

「
最
も
暗
い
反
動
の
諸
年
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
工
業
労
働
者
の
大
部
分
は
手
工
業
に
属
し
、

こ
う
し
た
手
工
業
労
働
者
は
、
か
れ
ら
の
手

工
業
製
品
よ
り
も
安
価
に
大
量
に
つ
く
り
だ
さ
れ
る
工
場
製
品
を
組
悪
品
と
レ

τ軽
蔑
し
、

し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
製
品
を
つ
く
る
工
場
の

労
働
者
を
軽
蔑
し

τい
た
。
か
れ
ら
は
ま
だ
親
方
と
な
る
自
信
を
も
ち
、

べ
l
ベ
ル
自
ら
も
そ
の
よ
う
な
確
信
を
も
っ

τロ
ク
ロ
職
人
と
し

τ

遍
歴
の
旅
を
つ
づ
け
、
ゆ
く
り
な
く
も
ザ
ク
セ
ン
に
入
つ

τき
た
の
で
あ
っ
た
。

一
八
五

0
年
代
は
「
一
切
の
政
治
的
生
活
が
生
気
を
失
な
つ

τい
た
」
時
期
で
あ
り
、
労
働
者
が
「
政
治
的
に
活
動
す
る
い
か
な
る
機
会
も
も
っ

τい
な
か
っ
た
」
時
期
で
あ
る
、
と
べ

l
ベ
ル
は
い
う
。

こ
の
反
動
期
は
、
や
は
り
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
に
一
つ
の
大
き
な
断
層
を
つ
く
り
だ
し
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

九
年
の
革
命
の
指
導
者
は
、
あ
る
い
は
圏
外
に
の
が
れ
、
あ
る
い
は
弾
圧
さ
れ

τ生
気
を
う
し
な
い
、
か
く
し

τ労
働
者
大
衆
は
ほ
と
ん
ど
政

一
八
四
八
｜
｜
｜
四

治
的
素
養
を
も
た
ず
、
社
会
主
義
や
共
産
主
義
に
つ
い

τ知
る
と
こ
ろ
も
皆
無
に
ひ
と
し
く
、
ま
し

τ共
産
党
宣
言
や
革
命
時
代
の
マ
ル
ク
ス

ゃ
．
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
活
動
に
つ
い

τは
全
く
無
知
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
ろ
う
。
ワ
ル
ン
ケ
が
労
働
組
合
組
織
の
一
種
と
し

τ重
視

す
る
労
働
者
教
養
協
会
も
、

こ
の
反
動
時
代
に
寄
続
レ
え
た
も
の
は
少
数
で
、
大
部
分
は
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ブ
レ

l
メ
ン
の
ば
あ

い
に
ベ
ッ
ト
ヒ
ャ
ー
が
述
べ

τい
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
存
続
し
え
た
も
の
は
、
当
局
が
無
害
と
確
認
し
た
も
の
の
み
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

革
命
時
代
の
精
神
は
ほ
と
ん
ど
継
承
さ
れ

τい
な
い
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七

ギ
ル
ド
の
自
壊
が
早
く
お
こ
な
わ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
ば
あ
い
に
は
、
古
い
職
人
組
合
と
近
代
的
な
労
働
組
合
と
は
、
そ
の
発
展
に
お
い

τ連

続
性
告
も
た
な
い
と
い
う
主
張
が
成
立
し
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
ゥ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
の
指
摘
い
ら
い
、
ほ
と
ん
ど
定
説
と
な
っ

τい
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
し
か
レ
、
十
九
世
紀
中
葉
ま
で
ギ
ル
ド
（
ツ
ン
フ
ト
）
遺
制
が
存
在
し
た
ド
イ
ツ
で
は
、
事
情
が
ち
が
う
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近



代
的
な
労
働
組
合
と
職
人
組
合
と
の
関
係
に
つ
い

τは、
こ
れ
ま
で
ニ
つ
の
相
反
す
る
見
解
が
存
在
レ

τい
た
。

一
つ
は
、
労
働
組
合
の
発
展

が
職
人
組
合
の
存
続
に
よ
っ

τ大
い
に
助
長
さ
れ
た
と
す
る
見
解
で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
、
職
人
組
合
の
存
続
が
労
働
組
合
の
発
展
に
お
よ
ぽ

し
た
プ
ラ
ス
の
影
響
を
全
く
否
定
レ
去
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
の
面
が
大
き
い
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い

τわ
た
く
し
は
、
さ
き
に
「
一
八
六

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
組
合
と
ツ
ン
フ
ト
遺
制
」
と
題
す
る
小
論
で
、

一
八
六

0
年
代
民
お
け
る
ド

イ
ツ
の
近
代
的
労
働
組
合
の
め
ざ
ま
レ
い
発
展
は
、
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
産
業
の
発
展
と
い
う
基
本
的
条
件
の
成
立
に
よ
っ
亡
は
じ
め

τ可
能
と

解な
をつ
主に
張も
しの
たでon は
5ぁ

る
が

ツ
ン
フ
ト
遺
制
と
し

τの
職
人
組
合
、
わ
け

τも
金
庫
制
の
存
続
に
よ
っ

τ少
な
か
ら
ず
助
長
さ
れ
た
と
す
る
見

ワ
ル
ン
ケ
の
解
釈
は
、

ツ
ン
フ
ト
遺
制
的
な
諮
組
織
が
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
上
に
占
め
る
意
義
を
高
く
評
価
す
る
点
に
お
い

τ、
わ
た
く
し

と
一
致
す
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
古
い
組
織
と
近
代
的
な
労
働
組
合
と
の
本
質
的
差
異
を
認
め
ず
、
両
者
を
全
く
同
一
視
す
る
点
に
お
い

τ、

わ
た
く
レ
の
見
解
と
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ワ
ル
ン
ケ
の
行
き
す

g
に
た
い
し

τは
、
さ
き
の
小
論
で
わ
た
く
し
の
引
用
レ
た
ネ
ス
ト
リ
l
プ

ケ
の
主
張
や
ぺ

l
プ
ロ
ー
そ
の
他
の
ひ
と
び
と
の
記
載
レ

τい
る
事
実
を
、

い
ま
ひ
と
た
び
、
く
り
か
え
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
ネ
ス
ト
リ
l
プ

ケ
は
「
封
働
組
合
運
動
」

（
一
九
二
二
年
刊
〉
で
、
職
人
運
動
の
余
波
と
残
査
と
に
よ
っ

τ近
代
的
労
働
組
合
が
受
け
た
促
進
的
影
響
は
決
レ

τ大
ち
い
も
の
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
最
も
熱
心
な
ツ
ン
フ
ト
職
人
が
し
ば
し
ば
近
代
的
労
働
運
動
へ
の
最
も
は
げ
し
い
反
対
者
で
あ
っ
た
事

内註

mu

実
に
注
意
ぞ
喚
起
し

τい
る
。
ま
た
ぺ

l
プ
ロ

1
の
「
ド
イ
ツ
左
官
の
諸
組
合
（
一
八
六
九
｜
｜
一
八
・
九
九
年
）
」
（
一
九

O
O年
刊
）
に
よ
る

しι． 、

一
八
七
二
年
に
お
い

τさ
え
、

組
合
金
庫
の
近
代
佑
の
た
め
に
流
血
の
闘
争
を
経
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
ラ
ッ
サ
l
ル
派
の

全
ド
イ
ツ
労
働
者
同
盟
（
ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
）
に
属
す
る
ベ
ル
リ
ン
の
左
官
職
人
は
、
旧
来
の
組
合
金
庫
を
改
組
し
、
こ
れ
を
ツ
ン
フ
ト
の

枠
か
ら
は
ず
し

τ自
分
に
ち
職
人
の
手
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
レ
、

そ
れ
に
反
対
す
る
ツ
ン
フ
ト
員
（

N
口
同
時
同

moロO
印凹＠）、

す
な
わ
ち

「
ツ
ン

フ
ト
的
な
考
え
を
も
っ
た
左
官
た
ち
」
は
ひ
そ
か
に
根
棒
を
た
ず
さ
え

τ総
会
に
出
席
し
、
両
派
の
乱
闘
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
類
す
る
争
い

一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

一五
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八
五
0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動
「
鎮
静
期
」
の
問
題

一
六

は
、
た
と
え
流
血
を
み
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
北
ド
イ
ツ
の
大
部
分
の
都
市
で
、
と
り
わ
げ
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
、
シ
ュ
レ

l
ス
ウ
イ
ヒ
・
ホ
ル

円盤

mv

シ
ュ
タ
イ
ン
地
方
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
リ
ュ

l
ネ
ブ
ル
ク
な
ど
の
都
市
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
と
い
う
。
ワ
ル
ン
ケ
の
よ
う
に
旧
来
の
ツ
ン
フ
ト
の

枠
の
な
か
に
あ
る
職
人
組
合
や
金
庫
制
を
近
代
的
な
労
働
組
合
と
同
一
視
え
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ツ
ン
フ
ト
遺
制
的
組
織
を
改
革

レ
よ
う
と
す
る
声
が
高
ま
つ

τく
る
の
は
一
八
六

0
年
代
に
入
つ

τか
ら
で
あ
っ

τ、
た
と
え
ば
ザ
ク
セ
ン
の
ド
レ
ス
デ
ン
に
お
け
る
陶
工
金

庫
は
、
そ
れ
ま
で
親
方
た
ち
に
よ
っ

τ管
理
さ
れ

τい
た
。
陶
工
職
人
た
ち
が
自
分
ら
だ
け
で
管
理
レ
ょ
う
と
要
求
し
た
の
は
一
八
六
七
年
で

あ
る
足
工
の
ぱ
あ
い
に
も
、
一
八
六
八
年
八
月
に
よ
う
や
く
近
代
的
労
働
組
合
と
し

τベ
ル
リ
ン
大
工
組
急
襲
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と

「
旧
来
の
大
工
職
人
の
組
合
す
な
わ
ち
ツ
ン
フ
ト
は
、

S
は
や
こ
の
ひ
と
び
と
の
利
益
を
精
神
的
物
質
的
に
満
足
さ
せ
る
に
足
り
な
い

《
陸
剖
M

と
述
べ
ら
れ

τい
る
こ
ょ
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
ワ
ル
タ
l
・
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
研
究
に
よ
る
と
、

し

τ、

か
ら
」

（
芳
点
小
林
）

ベ
ル
リ
ン

で
は
一
八
五

O
年
代
に
帽
子
工
職
人
組
合
（
同
ロ
同
E
”の町
0
吋拘

gσ
同同

g曲
の
町
丘
仲
）
が
あ
つ

τ、
一
つ
の
死
亡
．
疾
病
．
共
済
金
庫
（
0
凹同
0
ω
宮吋
σ
？．

剛内吋”回】円伶同同．
l

ロロ内凶

cロ仲。円
ω仲岱件
N
ロ回嗣叫曲肘

e
ク
ロ
シ
エ
ン
と
、
職
人
金
摩
（
の
0
回

0
－】
0
一昏釦
ω帥
0
）
か
ら
同
じ
く
三
Un
九
ジ
ル
パ

l
グ
ロ
シ
エ
ン
を
視
儀
（
の

gnvo島
）
と
し

τ受
け
た
と
い

う
唱
び
の
よ
う
に
一
八
五

0
年
代
の
職
人
組
合
は
、
ま
だ
ツ
ン
フ
ト
的
に
親
方
と
の
密
接
な
協
力
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
遍
歴
す
る
職
人

へ
の
視
儀
が
、
親
方
金
庫
と
職
人
金
庫
か
ら
同
額
ず
つ
支
払
わ
れ

τい
る
。
し
か
る
に
近
代
的
封
働
運
動
の
理
念
に
も
と
づ
く
労
働
組
合
に
お

い

τは、
こ
の
よ
う
な
親
方
と
の
協
力
関
係
は
原
理
的
に
否
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
職
人
組
合
と
労
働
組
合
と
の
本
質
的
差
異
は
、
き

わ
め

τ明
ら
か
に
示
会
れ

τい
る
。
し
た
が
っ

τワ
ル
ン
ケ
の
よ
う
に
、
職
人
組
合
の
諸
組
織
を
も
近
代
的
蛍
働
組
合
の
活
動
と
同
一
視
す
る

こ
と
は
許
き
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、

ヲ
ル
ン
ケ
が
拠
り
ど
こ
ろ
と
レ

τい
る
ト
ッ
ト
女
史
の
研
究
は
い
か
な
る
観
点
に
立
つ

τい
る
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
従
来
ド
イ

ツ
労
働
運
動
史
に
お
い

τ最
も
調
査
の
届
か
な
か
っ
た
一
八
五

0
年
代
に
詳
細
な
実
証
的
研
究
の
メ
ス
を
あ

τた
同
女
史
の
画
期
的
労
作
「
一
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Das Problem der "stillen Zeit'' der deutschen 
Arbeiterbewegung in den fiinfziger Jahren des 19, 
Jahrhunderts ( Il ). 

-1-

E. Kobayashi 

Nach dem Berichte Wildenhnyns ist es klar, <lass auf die Ereignisse 

von 1848 auch in Erfurt iiber ein Jahrzehnt der Renktion folgte, in 

welchem "nlle oppositionellen Regungen unterdriickt wurden". Von 

Arbeitervereinigungen blieben nur die Handwerks-Gesellen-Kranken 

kassen erhalten. Auch nach den Untersuchungen Bottchers konnen 

wir nicht in der als revolutionare Zentrale beknnnte Stadt Bremen 

eine Ausdehnung der,, gewerkschafflichen Organisationen" (Warnke) 

wahrnehmen. Im ~llgemeinen wirkten die Gesellenschaften in den 

fiinfziger Jahren noch ziinftlerisch gewissermassen mit den Meistern 

zusammen. Zurn Beispiel im Falle der Hutmachergesellenschaften 

von Berlin wurde dieselbe Summe als "Geschenk" nus der Meister . 

und Gesellenkasse gezahlt. So muss mnn die Gesellnschaft von der 

modernen Gewerkschaft unterscheiden. Nun. wollen wir das epoche 

machende Werk von E. Todt beurteilen, auf welchem Warnke seine 

behauptungen griindet. (Kontinuiert) 
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